





















において、瘤形成後 PD-ECGF を投与したが瘤径の縮小効果は認められなかった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,400,000 0 2,400,000 
２００８年度 900,000 270,000 1,170,000 
年度  
  年度  















果を確認(Am J Physiol Heart Circ Physiol. 
2004) するとともに、虚血肢モデルにおけ
る血管新生促進作用についても確認してい
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する VCAM-1、ICAM-1 についても定量 PCR
法、にて評価する。 
 

















①apoE 欠損マウスの皮下に minipump(Alzet 
























































② 次に培養培地に対し、それぞれ PD-ECGF 



















① apoE KO マウスに対し全身麻酔下にて、 







② DDS の検討 
前述のゲルを用いドラッグデリバリー 
システム（DDS）の検討を行った。 
細胞毒性に関しては、MTT assay にて    
キトサンゲル及びエラスチンゲルで細胞
増殖能の低下を認めた。 


























して PD-ECGF 遺伝子 500μgを動脈瘤周囲
に投与した。 
更に対照群として LacZ 遺伝子を同様に 
投与した。 
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